
効 果：
① 発注スケジュールの異なる近接同工種の複数工事を「枠組み協定」によってまとめることに伴う

発注ロットの大型化による縮減
■ 本年度工事費を、672百万円 から 652百万円に縮減（縮減額20百万円）

② 全体の工事量、工事展開を踏まえた、契約後ＶＥ・協定後ＶＥの実施（縮減額2百万円）

スケジュールの異なる複数工事の一括発注方式によるコスト縮減スケジュールの異なる複数工事の一括発注方式によるコスト縮減

「都市機構コスト構造改革プログラム」
【 施策名： ３ 調達の最適化【1】入札・契約の見直し
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工事名：豊洲二丁目地区 地区幹線３号線外道路整備工事 他２件工事

概 要：（従来） （新）
発注スケジュールの異なる近接した同工種の複数工事を
「枠組み協定」に基づき、一本目工事発注後に順次追加発注（随意契約）
積算における諸経費率等は、全体の直接工事費を対象として設定

地区のスケジュールに
対応した 単独発注
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